
 

 

 

 

 

 

  第 ６ ２ 号 議 案  

 

 

新 宿 区 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 

   上 記 の 議 案 を 提 出 す る 。  

 

 

 

    令 和 ７ 年 ６ 月 １ ０ 日  

 

 

 

          提 出 者  新 宿 区 長   吉 住  健 一  

  



 

 

新 宿 区 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す

る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

新 宿 区 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 制 限 に 関 す る 条 例 （ 平

成 1 9 年 新 宿 区 条 例 第 5 7 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 1 条 中「 建 築 基 準 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律（ 平 成 1 4 年 法 律 第

8 5 号 ）附 則 第 3 条 第 1 項 の 規 定 に よ り 、同 法 第 2 条 の 規 定 に よ る 改

正 後 の 都 市 計 画 法 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 地 区 計 画 で そ の 区 域 の 全

部 に つ い て 再 開 発 等 促 進 区 が 定 め ら れ て い る も の に 関 す る 都 市 計 画

と み な さ れ た 東 京 都 市 計 画 再 開 発 地 区 計 画 若 葉 地 区 再 開 発 地 区 計 画

（ 平 成 6 年 東 京 都 告 示 第 9 9 6 号 。 以 下 「 若 葉 地 区 再 開 発 地 区 計 画 」

と い う 。 ） を 含 む 。 」 を 削 る 。  

第 2 条 中 「 若 葉 地 区 再 開 発 地 区 計 画 に あ っ て は 、 当 該 計 画 に 係 る

再 開 発 地 区 整 備 計 画 を い う 。 」 を 削 る 。  

附 則 第 5 項 を 削 り 、 附 則 第 6 項 を 附 則 第 5 項 と す る 。  

別 表 第 1 の 1 の 項 中 「 平 成 6 年 新 宿 区 告 示 第 2 1 8 号 」 を 「 令 和 7

年 新 宿 区 告 示 第 1 3 0 号 」 に 改 め 、 同 表 2 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。  

2  東 京 都 市 計 画 地 区 計 画 若 葉 地 区 地 区 計 画

（ 令 和 7 年 新 宿 区 告 示 第 1 2 9 号 ）  

若 葉 地 区 地 区 整 備 計

画  

別 表 第 1 の 1 5 の 項 中「 令 和 3 年 新 宿 区 告 示 第 3 5 4 号 」を「 令 和 7

年 新 宿 区 告 示 第 2 7 5 号 」 に 改 め る 。  

別 表 第 2 第 1 号 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。  

⑴  若 葉 ・ 須 賀 町 地 区 地 区 整 備 計 画  

 計 画 地 区  

1  建 築 し

て は な

ら な い

建 築 物 

 

2  建 築 物

の 容 積

率 の 最

高 限 度 

 

3  建 築 物

の 建 蔽

率 の 最

高 限 度  

 

4  建 築 物

の 敷 地

 



面 積 の

最 低 限

度  

5  壁 面 の

位 置 の

制 限 

計 画 図 に 示 す 壁 面 線 を 越 え る 建 築 を し な い こ と 。  

6  建 築 物

の 高 さ

の 最 高

限 度 

 

7  建 築 物

の 容 積

率 の 最

低 限 度 

 

8  建 築 物

の 建 築

面 積 の

最 低 限

度  

 

9  垣 又 は

柵 の 構

造 の 制

限  

 

備 考  こ の 表 に お い て 「 計 画 図 」 と は 、 都 市 計 画 法 第 1 4 条 第 1 項 の 規 定

に よ り 東 京 都 市 計 画 地 区 計 画 若 葉 ・ 須 賀 町 地 区 地 区 計 画 に 表 示 さ れ た

計 画 図 を い う 。  

別 表 第 2 第 2 号 の 表 中「 ⑵  若 葉 地 区 再 開 発 地 区 整 備 計 画 」を「 ⑵  

若 葉 地 区 地 区 整 備 計 画 」 に 改 め 、 同 表 1 の 項 第 2 号 中 「 風 営 法 」  

を「 風 俗 営 業 等 の 規 制 及 び 業 務 の 適 正 化 等 に 関 す る 法 律（ 昭 和 2 3 年

法 律 第 1 2 2 号 。 以 下 「 風 営 法 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 号 を 同 項 第

3 号 と し 、 同 項 第 1 号 の 次 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑵  次 の い ず れ に も 該 当 す る 長 屋 又 は 共 同 住 宅  

ア  2 5 戸 以 上 の 住 戸 を 有 す る こ と 。  

イ  総 住 戸 の 数 に 対 す る 専 用 面 積 が 4 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 の 住

戸 の 数 の 割 合 が 5 割 以 上 で あ る こ と 。  

別 表 第 2 第 2 号 の 表 4 の 項 及 び 5 の 項 計 画 地 区 の 欄 を 次 の よ う に

改 め る 。  

300 平方メートル。ただし、次の各号のいずれかに該当する場

合については、この限りでない。  

⑴  平成 7 年 1 月 1 日において、現に建築物の敷地として使用

されている土地でこの項の規定に適合しないもの又は現に

存する所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として

使用するならばこの項の規定に適合しないこととなる土地

について、その全部を一の敷地として使用する場合  

⑵  区長が土地の合理的な利用を阻害しないものとして認め



た場合  

計画図 2 に示す壁面線（ 4 号壁面線を除く。）を越える建築を

しないこと。ただし、計画図 2 に示す 1 号壁面線について、敷地

の形態から区長がやむを得ないと認めた建築物については、この

限りでない。  

別 表 第 2 第 2 号 の 表 6 の 項 第 1 号 中「 軒 の 高 さ は 、 2 5 メ ー ト ル 以

下 と す る こ と 」を「 高 さ の 最 高 限 度 は 、3 0 メ ー ト ル と す る 」に 改 め 、同

表 に 備 考 と し て 次 の よ う に 加 え る 。  

備 考  

 1  こ の 表 に お い て 「 計 画 図 2」 と は 、 都 市 計 画 法 第 1 4 条 第 1

項 の 規 定 に よ り 東 京 都 市 計 画 地 区 計 画 若 葉 地 区 地 区 計 画 に 表

示 さ れ た 計 画 図 2 を い う 。  

2  こ の 表 の 1 の 項 第 1 号 及 び 第 3 号 の 規 定 に 係 る 第 9 条 第 1

項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 第 1 号 中 「 法 第 3 条 第 2 項

の 規 定 に よ り 第 4 条 の 規 定 の 適 用 を 受 け な い 建 築 物 に つ い

て 、 法 第 3 条 第 2 項 の 規 定 に よ り 引 き 続 き 第 4 条 の 規 定 （ 同

条 の 規 定 が 改 正 さ れ た 場 合 に お い て は 改 正 前 の 規 定 を 含 む 。）

の 適 用 を 受 け な い 期 間 の 始 期 」 と あ る の は 、 「 平 成 7 年 1 月

1 日 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  

別 表 第 2 第 1 5 号 の 表 3 の 項 中「 2 の 項 」の 次 に「 又 は 3 の 項 」を

加 え 、 同 表 5 の 項 第 1 号 中 「 壁 面 線 」 の 次 に 「 （ 第 3 号 に 該 当 す る

場 合 に あ っ て は 、高 さ が 50 メ ー ト ル 以 上 の 部 分 に 係 る も の に 限 る 。)」

を 加 え 、 「 （ 次 号 に 該 当 す る 場 合 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 同 項 第 2 号

中「 容 積 率 特 例 建 築 物 」を「 法 第 6 8 条 の 5 の 5 第 2 項 の 規 定 に よ り

法 第 5 6 条 の 規 定 を 適 用 し な い こ と と な る 建 築 物 （ 計 画 図 2 に 示 す

壁 面 線 を 越 え る 建 築 を し な い も の に 限 る 。 ） 、 容 積 率 特 例 建 築 物 及

び 新 宿 駅 東 口 地 区 地 区 整 備 計 画 に 定 め る 建 築 物 の 容 積 率 の 最 高 限 度

に 関 す る 事 項 の 5 の 項 の 規 定 の 適 用 を 受 け る 建 築 物 」 に 改 め 、 「 地

区 内 回 遊 ネ ッ ト ワ ー ク 」 の 次 に 「 （ 以 下 「 地 上 ネ ッ ト ワ ー ク 」 と い

う 。 ） 」 を 、 「 こ と 」 の 次 に 「 （ 次 号 に 該 当 す る 場 合 を 除 く 。 ） 」

を 加 え 、 同 項 に 次 の 1 号 を 加 え る 。  

⑶  次 の ア 又 は イ の い ず れ か に 該 当 す る 敷 地 内 の 建 築 物 （ 計 画 図

2 に 示 す 壁 面 線 に 係 る 道 路 に 接 す る 敷 地 内 の も の 及 び 前 号 に 規

定 す る も の（ 容 積 率 特 例 建 築 物 を 除 く 。）に 限 る 。）の う ち 、区

長 が 新 宿 ら し い 賑 わ い の 維 持 発 展 に 資 す る と 認 め た も の に あ っ

て は 、 当 該 建 築 物 の 壁 若 し く は こ れ に 代 わ る 柱 の 面 又 は 当 該 建

に ぎ  



築 物 に 附 属 す る 門 若 し く は 塀 の 面 に つ い て 、 地 上 ネ ッ ト ワ ー ク

に 該 当 す る 道 路 の 境 界 線 か ら の 水 平 距 離 が 0 . 1 メ ー ト ル の 位 置

を 越 え る 建 築 を し な い こ と （ 新 宿 駅 東 口 地 区 地 区 整 備 計 画 に 定

め る 壁 面 の 位 置 の 制 限 に 関 す る 事 項 の 3 の 項 の 規 定 の 適 用 を 受

け る 場 合 に 限 る 。 ） 。  

 ア  敷 地 面 積 が 1 0 0 平 方 メ ー ト ル 未 満 で あ る 敷 地  

 イ  2 以 上 の 地 上 ネ ッ ト ワ ー ク に 該 当 す る 道 路 に 接 す る 建 築 物

の 敷 地 で あ っ て 、 そ の 敷 地 面 積 が 1 0 0 平 方 メ ー ト ル 以 上 2 0 0

平 方 メ ー ト ル 未 満 で あ る も の  

別 表 第 2 第 1 5 号 の 表 6 の 項 中 「 方 針 付 図 2 に 示 す 幹 線 ネ ッ ト ワ

ー ク 及 び 地 区 内 回 遊 ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 「 地 上 ネ ッ ト ワ ー ク 」 に 改

め 、 同 表 8 の 項 中 「 2 0 0 平 方 メ ー ト ル 」 の 次 に 「 （ 敷 地 面 積 が 4 5 0

平 方 メ ー ト ル 未 満 の 敷 地 内 の 容 積 率 特 例 建 築 物 に あ っ て は 、 2 0 0 平

方 メ ー ト ル 又 は 敷 地 面 積 の 2 分 の 1 の い ず れ か 小 さ い 方 ）」を 加 え

る 。  

 

   附  則  

 

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 （ 提 案 理 由 ）  

若 葉 ・ 須 賀 町 地 区 地 区 計 画 及 び 新 宿 駅 東 口 地 区 地 区 計 画 の 都 市 計

画 変 更 決 定 並 び に 若 葉 地 区 地 区 計 画 の 都 市 計 画 決 定 に 伴 い 、 こ れ ら

の 地 区 計 画 の 区 域 内 に お け る 建 築 物 の 用 途 、 敷 地 及 び 構 造 に 関 す る

制 限 に つ い て 定 め る 必 要 が あ る た め  

 

 


